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１０月３０日（金）に、北稜高校の交流活動
の一環として、清里小学校においでいただき、
花の苗植えを一緒に行いました。
苗植えをする前に、花のことと苗の植え方、

水のかけ方について話をしていただきました。
花の苗を愛おしそうに触って、「花には顔が

あること」「花に水をかけるときは、根元にか
けるのではなく、花の周りにかけること」等を
話されました。
お話をうかがって、花に対する愛情が伝わっ

てきて、私たちの心もあたたかくなりました。 花いっぱいの学級の花壇

ただ苗植えをするだけではなく、命の大切さを感じたひとときでした。

後期前半のしめくくりのウインター集会で、「楽しい冬休
みになるように、命を大切にする。」ことと、「新年になっ
たら、目標を決める」こと、この２つの話をしました。
「全国で、そして、熊本県でも新型コロナウイルス感染拡
大が続いています。もし感染してしまったら（いつ感染
してしまうかわかりません。）、楽しい冬休みが楽しく
なくなります。まずは、感染しないように、自分の
「命」、家族の「命」を守るために、しっかりと冬休み
もマスクをつけて、手洗い・うがい・換気・消毒をしっ
かりとして、なるべく人が集まる所には行かないように
気をつけましょう。」

と話しました。また、
「新年になったら、目標を決めましょう。たとえば、「早
寝・早起きをする。」「算数のテストで、すべて９０点
以上とる。」など、目標を決めて、目標に向かって頑張
り、できること（できたということ）を増やしてほしい
と思います。そうすれば、学校生活がより楽しくなりま
す。冬休みの宿題です。新年の目標を決めること。ニュ
ーイヤー集会で、目標についてたずねます。全員が答え
られるようにしましょう。」

と話しました。
年が明けた２０２１年のスタート。ニューイヤー集会で

は、初めに新年の目標は決めたかたずねました。そして、
「努力」と「協力」 について話しました。目標が決まって
いないと、「努力」や「協力」はできないこと。目標に向か
っての「努力」と「協力」であると話しました。
２０２１年。それぞれ一人ひとりが、目標に向かって「努

力」と「協力」をしてほしいと思います。「努力はたし算、
協力はかけ算」という合言葉があります。目標に向かって、
一歩一歩を大切に、そして、力を合わせて前進し、目標を達
成してほしいです。

あけましておめでとうございます
後期後半が始まりました
今年もどうぞよろしくお願いいたします

ウインター・ニューイヤー集会では

こんな話をしました

花いっぱいの学校に



１２月８日（火）の２時間目に、火災 １２月１９日（土）に、本年度２回
避難訓練を行いました。 目となる授業参観・懇談会を実施しま
子どもたちは、避難の放送があってか した。

ら約２分で避難することができました。 懇談会の実施の有無については迷い
今年は、新型コロナウイルス感染拡大 ましたが、まだ一回も実施していない

の影響で、消防署からの来校はなく、消 学年と、必要な学年（６年生）につい
火訓練も行いませんでした。 て、感染防止対策を十分にとり実施し
避難後、火事を起こさないように火遊 ました。（他の学年は、希望者の方へ

びをしないこと、火事になったら、命を の教育相談を行いました）
守るためにすぐに逃げること、煙に気を 久しぶりの授業参観ということで、
つけること、可能ならば火を消すこと 予想以上に多くの保護者の方においで
（消火器があれば）などを話しました。 いただきました。
火事がないように、しっかりと火災 年末のお忙しい中おいでいただき、

予防をしてほしいと思います。 ありがとうございました。

１２月に入り、児童会の総務委員会を中心に、募金活動（ユニセフ募金・赤い羽根
共同募金・豪雨災害義援金募金）を行いました。
ユニセフ募金とは、保健・栄養・水と衛生・教育・子どもの保護など、１５０以上

の国と地域で行われているユニセフの活動を支える募金です。また、赤い羽根共同募
金とは、子どもたち、高齢者、障がいがある方などを支援する様々な福祉活動や災害
時支援に役立てられる募金です。
各ご家庭のご協力のおかげで、この募金活動で、総額２３，４５２円が集まりまし

た。そこで、さっそく先日、荒尾市の社会福祉協議会の方においでいただき、募金を
お渡ししました。内訳は、ユニセフ募金に７，６５２円、赤い羽根共同募金に７，６
５０円、豪雨災害義援金に８，１５０円です。
たくさんのご協力、本当にありがとうございました。

授業参観・懇談会避難訓練（火災）

募金 ありがとうございました


